
竹の郷

竹 会話 集う 想い

全国各地で竹林問題被害に合い、森にある木々を枯らしていってしまう

各地の山々では、3メートルにも及ぶ竹の成長により、元々の木々に日光が

当たらなくなってしまっている。森の環境問題にまで発展してしまった。

伐採した竹を工芸品の材料に利用したり捨てたりするのではなく、更なる利用方法

を考えてはみませんか。

外観・内観・線路全てを竹のみで建設していく。

様々な竹の編み方を使い、竹の良さや竹林問題について考えていく。

駅全体で日本文化に触れてもらって世界各国に竹というものをさらに広めていく。

不特定多数の方が利用し、時の流れを竹の変化を通して体験してもらう。

建物・空間 ポイント

駅のホームから

完成当初 完成から１年後竹本来の緑を活かしたデザイン １年後の建物全体が茶色のデザイン

駅の下は広場として多くの方に利用する。竹の曲線を活かした柱。

天井は竹の二重六つ目という編み方をした日本を感じられる空間。

自然の明かりが入るように壁は作らず、竹林の中を再現していく。

電車から

外観サンプル

左→六つ目菊　右→二重六つ目

外観内観の竹の編み方を変えることで工芸品や日本文化にも

親しみを持ってもらう。

竹の広場


